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種目名 ２ 書写 選定替えの有無 有・無 選定発行者名
 

従来の発行者名 教育出版 

 
発行者 

観 点 
東京書籍 学校図書 三省堂 ※見本本なし 教育出版 光村図書 日文 

１学習指導要領

との関連 

・伝統産業である道具

の説明、筆作り職人の

インタビューを紹介し

たり、古典を教材とし

て取り上げたりするな

ど、伝統と文化を尊重

する態度を養うよう配

慮されている。 

・手本文字として示し

た言葉や資料などを通

して、道徳心や他者へ

の思いやりの心構えを

培えるよう配慮されて

いる。 

 

・身につけた書写技能

を統合的に活用できる

よう他教科の学習や日

常的な活用の場を取り

上げて教材化されてい

る。 

・「学習の進め方」を提

示することで、主体的

に学習する能力を高め

られるよう工夫してあ

る。 

・日本及び他国を理解

し、平和を願う態度が

養われるような教材が

設定してある。 

・課題発見・解決の活

動を基本として文字を

書く楽しさを体感し、

豊かな情操が培われる

よう工夫されている。

 

・情操や道徳的心情を

養う言葉を教材として

選定している。 

・自己評価欄を設定す

るなど、自主・自律の

精神を養えるようにし

ている。 

２あいちの教育

の基本理念 

 

・「生活に広げよう」の

ページでは、各学年に

応じて、自分の思いや

調べたことの発信方法

を学ぶことができ、こ

れからの社会に生かす

力を養うことができる

ようになっている。 

・童謡や古文・漢文な

どのなぞり教材があ

り、伝統文化に触れら

れるように工夫されて

いる。 

・「資料」では、書写の

道具や漢字、ひらがな

の成り立ちなど多岐に

わたり学べるようにな

っており、それを他教

科や日常の生活で生か

せるようになってい

る。 

・我が国の伝統文化を

紹介するとともに、他

国との文化的共通性

や、共有する思いにも

触れられるようにして

ある。 

・年頭に行われる伝統

行事である書き初めを

全学年で取り上げてあ

る。 

・学校生活の様々な書

字場面を取り入れて、

教材化してあり、他教

科･学校生活との関連

を図ってある。 

・全学年「ひろげよう」

が配置されている。 

・「課題選択教材」など、

自ら課題を設定して取

り組めるように教材の

工夫がある。 

・他教科や日常生活で

活用できるように、手

紙やはがき、掲示物の

書き方、メモのとり方

など、場面に応じた書

き方のポイントが具体

的に解説してある。 

 

・各学年に、国語との

関連教材を設け、学習

したことが生かせる。

また、生活に関連する

巻末資料が充実してい

ることで、身につけた

力を活用するイメージ

を持たせ主体的に生か

していけるよう工夫さ

れている。 

・学習の見通しを巻頭

に分かりやすく示し、

自ら学習が進められる

よう工夫されている。

・「広がる学び」という

ページが設けてあり、

書写で学習したことを

手紙や案内状等、日常

の生活で生かせるよう

に工夫されている。 

・３年生以上では、古

典や文学作品を書く教

材が設定してある。 

 

３
内
容
等 

３
内
容
等

(1)内容

の選択 

 

東京書籍 

・基礎基本を身に付け、

生活に生かせるように

教材が適切に選択され

ている。 

・他教科で活用できる

学校図書 

・基礎基本を身に付け、

生活に生かせるように

教材が適切に選択され

ている。 

・他教科や生活に活用

三省堂 

・「たしかめよう」で実

際に書いた字につい

て、振り返る観点が明

記してある。 

教育出版 

・基礎・基本の習得や

その活用ができるよう

にされている。 

・めあてがきちんと文

章化されている。 

光村図書 

・各学年に、国語や生

活などとの関連教材を

設けてある。 

・３年では、基本的な

日文 

・「考える」「確かめる」

「いかす」の３ステッ

プで段階的に学習でき

る工夫がある。 
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ように、各学年に応じ

て手紙や新聞、観察カ

ード作り等に関する教

材が配置されている。 

 

できるように、各学年

に応じて手紙や新聞、

感想文、ノート等に関

する教材が配置されて

いる。 

 

・学びの過程とポイン

トを的確にとらえ、自

ら学ぶ力を身につけら

れるように工夫されて

いる。 

・各学年の硬筆教材は、

国語の教科書から取り

上げてある。 

・「日本語の美しさ」を

身につけ「豊かな心」

を育む教材を選定して

いる。 

点画が、４年生では組

み立て方が、５・６年

では字形と字配りが取

り上げられている。 

・課題解決学習を想定

し、見開き１ページで

完結するように工夫さ

れている。 

・「もっと書こう」コー

ナーが設けられ、各学

年に、国語との関連教

材を配置してある。 

・基礎・基本の習得や

その活用ができるよう

にされている。 

(2)内容

の程度 

 

・標準的な字形で健康

的で明るい書風で用途

に合わせた用筆が紹介

されている。 

・中学年では基本的な

点画が、５年生では字

形・組み立て・つなが

りが、６年生ではつな

がり・配列が取り上げ

られている。 

・朱墨を使った穂先の

動きが多く示されて 

おり、筆の運びが分か

りやすい。 

・「生活に広げよう」の

ページで他教科でのノ

ートの活用例が紹介さ

れ、習熟を図ったり、

発展的な学習に応用で

きたりするように配慮

されている。 

・端麗で美しい手本文

字が用いられ、穏健、

中正な書風であり、用

途に合わせた筆が紹介

されている。 

・中学年では基本的な

点画が、高学年ではつ

ながり・字配りが取り

上げられている。 

・資料が充実しており、

筆使いに関する写真が

掲載されていて、分か

りやすい。 

・朱墨を使った筆の運

びが、部分的に示され

ている。 

・筆順を間違えないよ

うに番号が明記してあ

る。 

・「考えよう」というコ

ーナーがあり、良くな

い例を挙げ、どのよう

に直すと良くなるのか

考えながら学習できる

ようになっている。 

・中学年では基本的な

点画が、４年生後半で

は組み立て方が、高学

年では字配りや字形の

整え方が取り上げられ

ている。 

・穏健、中正な書風で、

特に３年生では点画の

書き方が丁寧に示され

ている。 

・発達段階に沿った学

習が効果的に行えるよ

う工夫されている。 

・３年生では基本的な

点画が、４・５年生で

は組み立て方が、５・

６年生では字配りが取

り上げられ、３年以上

では、「ためし書き」「ま

とめ書き」という欄が

あり、自分の上達を確

認できるようになって

いる。 

・穏健、中正な手本文

字が用いられ、用途に

応じた筆が紹介されて

いる。 

・筆順の番号が明記し

てある。 

 

・穏健、中正な書風で

ある。 

・３年生では基本的な

点画が、４年生では組

み立て方が、５・６年

生では字形と字配りが

取り上げられている。

・良くない書き方の例

を挙げ、どのように直

すと良くなるのか考え

ながら学習出来るよう

になっている。 

・学習の成果が確認で

きる自己評価欄「でき

たかな」「ふり返ろう」

を設けてある。 

・３年生では基本的な

点画が、４年生では字

形と組み立て方が、

５・６年生では字形と

字配りが取り上げられ

ている。 

・「広がる学び」コーナ

ーが設けられ、日常生

活や他教科に生かせる

学習ができるように工

夫されている。 

・硬毛の整合性に配慮

した字形で学びやすい

書風であり、筆順を間

違えないように番号が

明記してある。 
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(3)内容

の構成 

東京書籍 

・各単元に、「硬筆に広

げよう」のページがあ

り、学習したことを硬

筆に生かしやすく、毛

筆と硬筆の関連が図ら

れている。 

・「手書き文字で伝えよ

う」のページが充実し

ており、いろいろな学

習に生かせるようにな

っている。 

・毛筆教材の左側にイ

ンデックスが設けら

れ、既習事項を確認し

主体的に学習を進める

手立てが講じられてい

る。 

・巻末の学習した漢字

の一覧表が筆文字で示

されている。 

・書き初めが選択でき、

「生活に広げよう」が

多く配置され、学んだ

ことを他の場面で生か

す工夫がされている。 

学校図書 

・全学年に、学習した

ことを整理してまとめ

たものがついている。

・５年資料に卒業生へ

のお祝いを示すなど生

活の場において活用で

きるよう工夫されてい

る。 

・「硬筆に生かそう」で

毛筆と硬筆の関連が図

られ、各単元に硬筆に

生かそうのページがあ

り、中学生の学習へと

つなげている。（６年）

・発展で、行書を書か

せるページがある。 

・「観察」「試し書き」

「自己評価」「練習」「ま

とめ書き」「振り返り」

で構成されていて学習

がしやすい。 

三省堂 

・１・２年は書き込め

る欄が多く設けられて

いる。 

・硬筆と毛筆の特性を

生かし有機的に連携さ

せられるよう教材が構

成されている。 

・巻末の資料に、学習

したことを整理してま

とめたものがついてい

る。 

・全学年に「ひろげよ

う」が配置され、他教

科や生活、時期との関

連が図られている。 

・毛筆で理解したこと

を硬筆で確かめるとい

う学習過程が設定して

ある。 

・高学年では、書き初

めが選択できるように

なっている。 

教育出版 

・全学年に「トライア

ンドチャレンジ」が配

置され、他教科や生活、

時期との関連が図ら

れ、主体的に学習でき

る工夫がある。 

・「横書き」が発達段階

に応じて各学年で取り

上げてあり、どの教科

で生かせるのかを明記

し、工夫してある。 

・朱墨と淡墨の筆遣い

が見やすく、文字の組

み立てやバランスが分

かりやすい。文字の大

きさや字配りなどを意

識して練習できるよう

に工夫されている。 

・巻末に２学年分配当

漢字表が掲載され、毛

筆の選択教材があり、

書き初めが選択でき

る。 

光村図書 

・１・２年の太字手本

や３年以上の巻末配当

漢字表の文字は毛筆書

体になっている。 

・学習のポイントとな

ることが「たいせつ」

コーナーに明示され分

かりやすい。 

・２年以上には、「発展

的な学習」として「も

っと知りたい」コーナ

ーが設けられ、筆・紙・

すみなどができるま

で、また、はんこの作

り方、行書について掲

載してある。 

・発達の段階に応じて

段階的・系統的に教材

を配列し、学習の進め

方が明記されているの

で、主体的に学習でき

るようになっている。

・毛筆のページに関連

の硬筆が取り上げられ

ている。 

・書き初めが選択でき

る。 

日文 

・第 1 単元に前学年で

の既習事項を振り返る

教材が設定されてい

る。 

・全学年に「広がる学

び」「もっと書こう」が

配置され、他教科や生

活、時期との関連が図

られている。 

・毛筆のページや次の

ページに関連の硬筆が

取り上げられ、毛筆教

材の後に同じねらいの

硬筆教材「なるほど書

写教室」を設定し、学

んだことを生かす習熟

が図られる。 

・４年以上では、毛筆

の主教材に副教材が設

定されている。 

・「考える」「確かめる」

「いかす」で構成され、

学習しやすい。 

４表記・表現及

び使用上の便宜

等 

・ねこのキャラクター

を登場させ、学習のヒ

ントを投げかけ、親し

みやすい紙面作りとな

っている。 

・毛筆手本の左端にイ

・博士や子どものキャ

ラクターを登場させ、

基本的技能や用語の解

説、大切なポイントを

せりふで示す等、親し

みやすい紙面作りとな

・基本となる点画につ

いて毛筆の筆使いが、

穂先の色を変えて示し

てあり、確認できるよ

うになっている。 

・中学年に学習のポイ

・男の子･女の子･くま

のキャラクターを登場

させ、基本的技能や用

語の解説、大切なポイ

ントをせりふで示す

等、親しみやすい紙面

・男の子･女の子･動物

を登場させ、基本的技

能や用語の解説、大切

なポイントをせりふで

示す等、親しみやすい

紙面作りとなってい

・点画の種類と筆使い

が分かりやすいよう

に、朱墨と薄墨を使っ

た図版を用いている。 

・パンダのキャラクタ

ーを登場させ、基本的
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ンデックスで既習事項

が明記してあり個別の

課題に対応できるよう

になっている。 

・「とめ」「はね」「はら

い」の毛筆の筆使いが、

穂先の色を変えて示し

てあり分かりやすい。

点画の種類と筆圧のち

がいを「ﾄﾝ・ｽｰ・ﾋﾟﾀ

ッ」など分かりやすく

示してある。 

・１･２年の教科書で

は、自己評価欄に貼る

シールが用意されてい

て、楽しく学べるよう

に工夫されている。 

っている。 

・１･２年の教科書で

は、自己評価欄に貼る

シールが用意されてい

て、楽しく学べるよう

に工夫されている。 

・「とめ」「はね」「はら

い」などの毛筆の筆使

いが、穂先の色を変え

て示してあり分かりや

すく、硬筆の文字が鉛

筆タッチで示されてい

る。 

・手本の多くが見開き

で大きくしめされてお

り、見やすい。 

ントが示されている。

・考えよう・書いて確

かめよう・毛筆で確か

めようと、学びの手順

が分かりやすく示され

ている。 

 

作りとなっている。 

・「穂先の通り道」が明

解でわかりやすいよう

に、朱墨と薄墨を使っ

た図版を用いている。

また、「筆圧」について

３段階で明示してあ

り、筆圧を意識しなが

ら取り組めるようにな

っている。 

・１年は、巻末折込で

鉛筆の持ち方と姿勢を

いつも見られる工夫が

あり意識できる。 

る。 

・「穂先の通り道」が明

解でわかりやすいよう

に、朱墨と薄墨を使っ

た図版を用いている。

点画のつながりなどの

筆使いが伝わるように

工夫してある。 

・筆順を間違えないよ

うに番号が明記してあ

る。 

 

技能や用語の解説、大

切なポイントをせりふ

で示す４年以上の「こ

こがポイント」等、親

しみやすい紙面作りと

なっている。 

・「考える」「たしかめ

る」「書いてみる・いか

す」「ふりかえり」で過

程が統一される。 

 

５印刷・造本等

 

 

東京書籍 

・写真やイラストが多

く、なじみやすい。 

・注意点などの吹き出

しに色がつけてあり、

見やすい。 

・透けにくい紙が使わ

れている。 

・横幅を広くしたワイ

ドな紙面を活用してい

る。 

・表紙に耐久性を高め

る加工がしてあり、堅

牢に製本してある。 

学校図書 

・写真やイラストが多

く、なじみやすい。 

・毛筆の手本は、半紙

原寸大を基本とし、大

きさや位置を視覚的に

理解しやすくしてあ

る。 

・表紙に耐久性を高め

る加工がしてあり、堅

牢に製本してある。 

 

三省堂 

・色やイラスト、写真

が少なく、すっきりし

ている。 

・表紙に耐久性を高め

る加工がしてあり、堅

牢に製本してある。 

 

教育出版 

・写真やイラストが多

く、なじみやすい。 

・色彩が美しい。 

・透けにくい紙が使わ

れている。 

・表紙には撥水コーテ

ィングがしてあり、墨

や汚れに堅牢な作りに

なっている。 

・表紙に優しいタッチ

の動物が描かれ、親し

みやすい。 

・表紙裏には、全学年、

鉛筆・筆の持ち方の写

真が掲載され、確認で

きるように工夫されて

いる。 

光村図書 

・写真やイラストが多

く、親しみがもてるよ

うに作られている。 

・表紙に耐久性を高め

る加工がしてあり、堅

牢に製本してある。 

 

 

日文 

・表紙のイラストが楽

しい。イラストが多く、

なじみやすい。 

・表紙に耐久性を高め

る加工がしてあり、堅

牢に製本してある。 


